
日本の真ん中、信州から「被災者支援の変革」を促す！
イタリア式避難所システムを発展！

・避難者が安全に安心して生活できる避難拠点設置・運営
　（TKB:トイレ・キッチン・ベッド）
・在宅避難など避難所以外の避難者への対応検討
・キッチンカーによる温かい食事の提供（200食程度）
・子ども支援、ジェンダー視点、要配慮者、ペット連れ避難者対応
・医療・福祉の連携と活動しやすい支援拠点の設置・運営
・災害ボランティアセンターの設置・運営

12月 日（日）14 被災者支援の実施

令和
7年 12月 日（土）13 避難・支援拠点の設置・開設

(雨天決行)

内容 詳細については調整中

メール：info@npo-nagano.org　電話：026-269-0015

認定特定非営利活動法人 長野県ＮＰＯセンター

「一人一人を尊重する」

信州型避難所システム
実働訓練の実施

  長野県災害時支援ネットワーク
（N-NET）問い合わせはこちら→

主催：長野県災害時支援ネットワーク(N-NET)、(一社)避難所・避難生活学会、(株)シェルターワン、(社福)長野県社会福祉協議会、
             信州大学(地域防災減災センター、教育学部防災教育研究センター、医学部附属病院、アクア・リジェネレーション機構)
協力： (一財)伊那谷財団、伊那市、清水建設(株)、(株)信防エディックス、長野県、長野県立大学、松本市、
　　　(社福)松本市社会福祉協議会、松本大学　※あいうえお順

今の日本では、ひとたび災害が発生すると、被災者は良好とはいえない環境で避難生活を強いられます。

残念ながら、この状況は100年前の避難民収容所の様子とあまり変わってはいません。

この状況を変えるためには、被災者の人権を尊重した「あらたな支援の取組」が必要です。

これからの被災者支援のスタンダード化を目指し、実働訓練を実施します。

訓練当日もしくは訓練前日に長野県内において大規模な災害の発生、または災害の恐れが生じた場合
もしくは主催者が必要と認めた場合には訓練を中止します。

この訓練は以下の各種助成金・補助金を活用して実施します。
休眠預金等活用事業（日本民間公益活動連携機構）、　2025年度災害対策ローカルネットワークの構築事業（日本財団）、
官民連携による避難所運営の質の向上強化事業（内閣府）

場所 信州大学松本キャンパス

（一部訓練は周辺の施設を使用します）

参加者の募集は行なっておりません

〒390-8621　長野県松本市旭3−1−1

https://www.shinshu-u.ac.jp/institution/arg/


伊那市「備蓄拠点」（仮想）で資機材を積込・搬送し
松本市では「避難・支援拠点」を設置します。

「避難拠点」において、被災者への支援活動を行います。

Sat.Sat.
12.13

Sun.Sun.

12.14

12:00- 食事支援　（キッチンカー事業者による食事の提供）
避難者役の方は、食事支援終了後、解散・自由見学
※避難者アンケートにご協力ください

13:30- 第２回全体調整
①情報共有会議（各訓練のリーダーのみ）
②今後1週間で取り組むべき事項（達成目標）の抽出・検討・調整

14:00- 振り返り（訓練ごとの意見交換、支援者アンケート回答）

15:00- 訓練終了、拠点撤収（＊お近くの方は撤収作業にご協力ください）
14:30- 訓練総括（全員、本部テント前集合）

【参加登録フォーム】
下記の参加者登録が

必要な方を読んでから
ご登録ください

8:00- 備蓄拠点（仮想）からの積込・搬送　（伊那市会場：伊那市防災コミュニティセンター）

10:00- 搬入（松本市会場：信州大学松本キャンパス中央広場）

13:00- 拠点設営

18:00- 設営完了

8:30- 受付開始

9:00- 訓練参加者への説明、訓練ごとの班編成・作戦会議

10:00- 訓練開始
①統括本部運営（全体方針決定・全体への指示）
②避難者対応・指定避難所への支援
　・キッチンカーによる食支援
　・ジェンダー視点、子ども支援、要配慮者対応、ペット連れ避難者対応
③医療・福祉支援
　・DMAT・DWAT支援活動・現場調整・災害医療コーディネーターによる県庁との調整
④災害ボランティアセンターの設置・運営
⑤在宅避難者等の対応検討

11:30- 第１回全体調整
①情報共有会議（各訓練のリーダーのみ）
②在宅避難者等への対応指示
③資機材・物資等の調達調整

問合せ：長野県災害時支援ネットワーク（N-NET）事務局（認定特定非営利活動法人 長野県NPOセンター）
電話番号： 026-269-0015　　Mail : nagano.saigaishien.net@gmail.com

訓練の流れ（予定）
＊訓練の進捗状況等により時間・内容を調整します

「『一人一人を尊重する』信州型避難所システム」とは？
被災者一人ひとりの人権を尊重し、誰も取り残さない支援を行う仕組みです。被災地外から資機材を持ち込み、避難・支
援拠点を設置し、訓練を受けた支援者が多様な被災者のニーズに対応できる体制を整えます。2025年3月の「イタリア式
避難所システム実働訓練」を発展させた、被災者支援の新たな形の取り組みです。

 参加者登録が必要な方
①N-NET事務局から訓練への参加を依頼した方
②安原地区住民の方
③行政（地方議員含む）、社会福祉協議会の職員
※あらかじめ参加をお願いした方のみ、参加となります。
 　なお、今回の訓練では、参加者の公募は行いません。
※当日の受付は、13日(土)13時まで、14日(日)午前9時までにお済ませください。

 報道機関の皆さまへ
代表の方は「報道機関専用」で受付してください。
主催による取材は、9:30、12:30、14:30の3回、
本部テント前でお受けします。

⻑野県NPOセンター、⻑野県⽣活協同組合連合会、⻑野県社会福祉協議会、⻑野県⻑寿社会開発センター、
⽇本労働組合総連合会⻑野県連合会、⽇本防災⼠会⻑野県⽀部、⻑野県弁護⼠会、ながの移動販売つなぎ局、
⽇本⻘年会議所北陸信越地区⻑野ブロック協議会、⻑野市災害ボランティア委員会、⻑野県介護福祉⼠会、
信州大学地域防災減災センター
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